
長
野
県
長
野
市
と
須
坂
市
に
自
動
車
教
習
所

を
展
開
す
る（
株
）ド
リ
ー
ム
モ
ー
タ
ー
ス
ク
ー

ル
（
本
社
：
長
野
県
長
野
市
）
は
、
身
体
が
不

自
由
な
方
を
対
象
に
し
た
初
心
運
転
者
教
習
を

行
う
な
ど
、
長
年
に
わ
た
り
障
が
い
者
の
運
転

免
許
取
得
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。
そ
し
て
昨

年
か
ら
、
脳
梗
塞
な
ど
に
よ
り
高
次
脳
機
能
障

が
い
と
な
っ
た
方
が
回
復
後
に
運
転
を
再
開
す

る
際
の
支
援
に
も
乗
り
出
し
た
。

同
社
取
締
役
社
長
の
吉
村
征
之
さ
ん
は
「
医

師
も
作
業
療
法
士
も
、
運
転
を
さ
せ
て
良
い
か

判
断
す
る
材
料
が
な
く
て
困
っ
て
い
る
と
い
う

状
況
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
、
私
た
ち
自
動
車

教
習
所
の
よ
う
な
運
転
の
プ
ロ
の
視
点
か
ら
ア

ド
バ
イ
ス
す
る
と
い
う
ス
テ
ッ
プ
を
加
わ
え
る

こ
と
で
、
解
決
で
き
る
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ま
し
た
」
と
い
う
。
そ
し
て
、
ホ

ン
ダ
の
「
自※

操
安
全
運
転
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
取

り
入
れ
る
な
ど
支
援
体
制
を
整
備
し
た
。

昨
年
12
月
16
日
、
ド
リ
ー
ム
モ
ー
タ
ー
ス

ク
ー
ル
を
利
用
し
た
の
は
昨
秋
に
脳
梗
塞
と
な

り
、
長
野
中
央
病
院
で
治
療
を
受
け
て
い
た
患

者
の
Ｗ
さ
ん
だ
。
長
野
中
央
病
院
で
は
、
患
者

●（株）ドリームモータースクール

か
ら
医
師
に
運
転
復
帰
に
関

す
る
相
談
が
あ
っ
た
場
合
、
医

師
か
ら
の
指
示
に
基
づ
い
て
作

業
療
法
士
が
対
応
し
て
い
る
。

そ
の
際
、
患
者
の
運
転
能
力

を
評
価
す
る
材
料
の
1
つ
と
し

て
、
ホ
ン
ダ 

セ
ー
フ
テ
ィ
ナ
ビ

（
簡
易
型
四
輪
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ

シ
ミ
ュレ
ー
タ
ー
）
の
「
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
向
け
運
転
能
力

評
価
サ
ポ
ー
ト
ソ
フ
ト
」
を

活
用
し
て
い
る
。

こ
の
サ
ポ
ー
ト
ソ
フ
ト
に

よ
る
評
価
に
加
え
、
近
隣
に

あ
る
ド
リ
ー
ム
モ
ー
タ
ー
ス

ク
ー
ル
が
高
次
脳
機
能
障
が

い
の
あ
る
方
の
受
け
入
れ
を

開
始
し
た
こ
と
で
、
長
野
中
央
病
院
は
Ｗ
さ
ん

に
受
講
を
提
案
し
た
の
で
あ
る
。

長
野
中
央
病
院
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

主
任
の
倉
坂
美
和
さ
ん
は
「
Ｗ
さ
ん
は
手
足
の

麻
痺
は
な
い
も
の
の
視
覚
認
知
に
障
が
い
が

残
っ
て
い
ま
す
。
サ
ポ
ー
ト
ソ
フ
ト
で
は
問
題

が
み
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、
実
車
で
運
転
へ
の

影
響
の
有
無
を
確
認
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
」

と
話
す
。

講
習
を
担
当
し
た
ド
リ
ー
ム
モ
ー
タ
ー
ス

ク
ー
ル
教
育
研
修
課
課
長
補
佐
の
三
浦
剛
基
さ

ん
は
、
長
野
中
央
病
院
を
通
じ
て
Ｗ
さ
ん
の
症

状
を
把
握
し
た
上
で
講
習
の
内
容
を
決
め
た
。

「
病
院
か
ら
、
Ｗ
さ
ん
の
症
状
に
つ
い
て
は
比

較
的
軽
い
も
の
で
、
視
覚
的
な
部
分
に
問
題
が

あ
る
と
聞
い
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
運
転
に
影

響
が
あ
る
も
の
か
ど
う
か
を
確
認
し
よ
う
と
考

え
ま
し
た
」。
今
回
は
、
他
の
教
習
車
両
が
走

行
し
て
い
る
状
況
で
運
転
し
た
い
と
い
う
Ｗ
さ

ん
本
人
の
希
望
も
あ
り
、
ペ
ー
パ
ー
ド
ラ
イ

バ
ー
講
習
を
受
講
し
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。

外
周
コ
ー
ス
を
数
周
し
て
、
Ｗ
さ
ん
が
教
習

車
両
に
慣
れ
た
後
、
助
手
席
に
同
乗
す
る
三
浦

さ
ん
が
指
示
を
出
し
て
い
く
。
ま
ず
は
、
直
線

コ
ー
ス
で
は
左
右
そ
れ
ぞ
れ
の
白
線
に
ク
ル
マ

を
寄
せ
て
走
る
、
コ
ー
ス
上
に
あ
る
パ
イ
ロ
ン

に
ク
ル
マ
の
先
端
を
合
わ
せ
て
停
止
す
る
と
い

う
課
題
。
次
は
、
合
図
を
出
す
と
い
う
操
作
を

加
え
な
が
ら
、
信
号
交
差
点
や
無
信
号
交
差
点

の
通
過
、
ク
ラ
ン
ク
や
Ｓ
字
コ
ー
ス
を
走
行
。

さ
ら
に
、
パ
イ
ロ
ン
ス
ラ
ロ
ー
ム
や
車
庫
入
れ

に
も
取
り
組
ん
で
も
ら
っ
た
。

講
習
の
最
後
、
三
浦
さ
ん
は
Ｗ
さ
ん
に
「
車

庫
入
れ
な
ど
で
、
空
間
を
把
握
す
る
能
力
に
は

大
き
な
問
題
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ

し
、
ク
ル
マ
を
後
退
さ
せ
る
時
の
速
度
を
も
っ

と
ゆ
っ
く
り
し
た
り
、
交
差
点
を
通
過
す
る
際

高次脳機能障がいの方の運転復帰を
支援するための安全運転教育をスタート

に
広
く
遠
く
を
観
る
こ
と
を
意
識
す
る
と
、
よ

り
安
全
だ
と
思
い
ま
す
」と
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

Ｗ
さ
ん
は
「
脳
梗
塞
に
な
っ
て
、
以
前
と
物

の
見
え
方
が
変
わ
っ
て
い
る
と
い
う
自
覚
が
あ

り
ま
す
。
そ
う
し
た
状
態
で
運
転
し
て
も
大
丈

夫
か
不
安
で
し
た
が
、
今
日
、
受
講
し
て
安
心

感
を
得
ら
れ
ま
し
た
。
運
転
の
再
開
に
向
け

て
、
こ
う
し
た
仕
組
み
が
出
来
上
が
っ
て
い
る

の
は
、
た
い
へ
ん
あ
り
が
た
い
で
す
」
と
感
想

を
語
っ
た
。

長
野
中
央
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
長

の
中
澤
真
由
美
さ
ん
は
「
患
者
様
が
個
別
に
自

動
車
教
習
所
で
指
導
を
受
け
て
も
、
細
か
い
挙

動
や
反
応
ま
で
見
て
い
た
だ
け
な
い
こ
と
が
多

い
よ
う
で
す
。
病
院
か
ら
患
者
様
の
状
態
や
課

題
を
自
動
車
教
習
所
に
伝
え
、
私
た
ち
が
知
り

た
い
と
こ
ろ
も
確
認
し
て
も
ら
え
る
の
で
安
心

感
が
あ
り
ま
す
。
患
者
様
に
も
受
講
を
勧
め
や

す
い
で
す
」
と
、
ド
リ
ー
ム
モ
ー
タ
ー
ス
ク
ー
ル

と
連
携
を
深
め
て
い
き
た
い
考
え
を
示
し
た
。

ド
リ
ー
ム
モ
ー
タ
ー
ス
ク
ー
ル
の
吉
村
さ
ん

は
「
今
日
は
、
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
と
い
う

と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
病
院
か
ら
相
談

が
あ
れ
ば
、
積
極
的
に
対
応
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
個
別
の
連
携
だ
け
で
な
く
、

長
野
県
内
の
自
動
車
教
習
所
と
病
院
が
枠
組
み

を
つ
く
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
も
重
要

で
、そ
う
し
た
動
き
も
既
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
」

と
、
今
後
を
見
据
え
る
。

教育
最前線43連載
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車
で
運
転
へ
の

影
響
の
有
無
を
確
認

実

全
体
で
も

自
動
車
教
習
所
と

病
院
と
の
連
携
を
め
ざ
す

県

ドリームモータースクール
教育研修課課長補佐の
三浦剛基さんの指示に合
わせて、Wさんは実車で
様々な課題に取り組んだ

コース内にあるいろいろな交差点を通過

車庫入れでは後退時に周囲の状況を把握し、
適切な操作ができているかを確認

※リハビリ加療中の方の運転復帰を車両訓練でサポートし、より安全に自由な移
動を楽しんでいただくことをめざす安全運転教育プログラム

長野中央病院リ
ハビリテーション
科 長の中 澤 真
由美さん（左）、
同 科 主 任の倉
坂美和さん（右）

　Honda は長野県警察本部と交通事故防止対策の推進に関す
る協定を締結。昨年 12 月 6 日に長野県庁にて、同県警本部
の北原久弘交通部長と、本田
技研工業（株）安全運転普及
本部の原田洋一事務局長が協
定書に調印した。「SAFETY 
MAP」（8 面参照）に表示さ
れる急ブレーキ多発地点デー

タを同県警に提供するなど、道路利用者の安全確保に向けて
相互に協力していくこととなった。
　北原交通部長は「この協定を通じて今後、Honda が蓄積し
ている貴重な急ブレーキ多発地点データを提供していただけ
るようになりました。これをもとに、交通安全活動に有効に
役立て、県民の安全・安心な暮らしを守りたい」と挨拶を述
べた。また、原田事務局長は「官公庁との連携によって、交
通事故の撲滅につなげていきたい」と語った。

本田技研工業（株）安全運転普及本部の原田洋一事務局長（左）、
長野県警察本部の北原久弘交通部長（右）

●長野県警察本部とHondaとの交通安全協定締結

相互が蓄積している情報を共有し、
交通事故対策につなげる

TOPICS

パイロンにクルマの先端を合わせて停止

01



モータースクールの佐竹正規代表取締役社
長と、来賓を代表して埼玉県警察本部の後
藤秀明交通部長が挨拶を行った。

今年のテーマは「職場内の安全は、交通・
労働・健康のトライアングル」。交通事故
防止活動の好事例として、2 つの企業の安
全担当者が発表を行った。

ジョンソン・エンド・ジョンソン（株）日
本法人グループ総務部の蒲博史氏は、同社
内で「SAFE Fleet（安全運転）」を企業文
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TOPICS

● 2016トラフィック セーフティ・フォーラム in 埼玉

職場内の安全は、交通・労働・健康
のトライアングル

03

昨年 11月に開催さ
れた「平成 28 年度 
相模原地区交通安
全 高校生・PTA 大
会」で取組みの成
果を発表

神奈川県立相模田名高等学校では、生徒
がつくる交通安全隊が校内で啓発活動を
担っている。昨年 10 月、交通安全隊の 1
年生が学校周辺の危険箇所を調べ、ヒヤリ
地図を作成。交通安全隊では、これを生徒
だけでなく、地域にも役立ててもらおうと、
インターネットによる一般への情報発信を
検討。この取組みに協力していた北里大学
医療衛生学部准教授の川守田拓志さん（6
面参照）が、生徒に「SAFETY MAP」（８
面参照）を紹介し、これを活用してヒヤリ
地図作成を通じて得た情報を投稿すること
にしたのである。「SAFETY MAP」の投
稿機能を使って、約 30 ヵ所「みんなの追

加地点」として投稿した。
交通安全隊は 11 月 17 日に「杜のホール

はしもと」（神奈川県相模原市）で開催さ
れた「平成 28 年度 相模原地区交通安全 高
校生・PTA 大会」（主催：神奈川県教育委
員会、県立高等学校交通安全教育推進協議
会、神奈川県立高等学校 PTA 連合会）で、
取組みの成果を発表した。

交通安全隊の 1 年生は「私たちが投稿し
たことで、学校周辺の事故が 1 件でも減れ
ばいいと思います」「小学生や中学生をは
じめ、多くの人に見てほしい」「これから
も危ないと感じる場所を見つけたら、投稿
しようと考えています」と話した。

●神奈川県立相模田名高等学校

学校周辺の危険箇所を共有するために
「SAFETY MAP」を活用

02

昨年 11 月 24 日、ソニックシティ（埼玉
県さいたま市）で「2016 トラフィック セー
フティ・フォーラム in 埼玉」が開催され
た（主催：交通教育センターレインボー埼
玉・和光）。このフォーラムは、交通安全
活動に取り組む企業や団体を対象に事故防
止の施策などの情報交換を目的に行われて
おり、この日は企業・団体から約 300 名が
参加した。

開会にあたり、主催する（株）レインボー

化にするための取組みを紹介。1 ヵ月ごと
にドライブレコーダーに記録された分の動
画データを分析し、それを社員の安全指導
に活用している事例などについて述べた。

また、（株）本田技術研究所 二輪 R&D
センター管理室安全衛生・CG ブロックの
吉川達也氏は「心（思いやりの心）・技（危
険予測の技）・態（模範となる態度）」とい
う社内の交通安全基本理念を説明。これを
社員に実践的に体感してもらうために、交
通教育センターレインボー埼玉で実施して

● 2016 年 Honda 安全運転普及本部 年末ご挨拶会

『事故ゼロのモビリティ社会』の
実現に向けた取組みを強化

04
昨年 12 月 2 日、Honda 青山ビル（東京都港区）

にて「2016 年 Honda 安全運転普及本部年末ご
挨拶会」が開催され、交通関係者約 300 名が参
加した。

報告会では本田技研工業（株）の八郷隆弘代表
取締役社長が「Honda はこれまで交通安全に関
しては、クルマ社会がかかえる交通事故や渋滞、
高齢化にともなう移動の問題などについて、真
摯に向き合ってきました。昨今話題の自動運転
についても、業界と協調の上、交通事故ゼロを
目標として関連技術の開発を進めています。交
通事故の削減には技術の開発だけでなく、ルー
ルづくりやインフラの整備、人々の理解促進と
いったことも忘れてはなりません。この点につ
いては官民の協力が今後さらに必要になるもの
と考えています」と挨拶。

続いて、本田技研工業（株）安全運転普及本部
の原田洋一事務局長が、2016 年の安全運転普

及活動の報告と今後の取組みについて映像を交
えて紹介した。

最後に、来賓を代表して警察庁の井上剛志交
通局長が挨拶。「交通社会に参加するすべての
人の安全をめざすという崇高な理念に基づき、
安全知識等をたくさんのヒトに伝える、安全に
かかわるテクノロジーの開発、安全情報を伝え
合うコミュニケーションを推進する活動に尽力
し、とりわけ各年代に応じた安全運転啓発活動
の推進に積極的に取り組んでいることに感銘を
受けました。今年、開発された幼児向けのプロ
グラムは子どもにとって親しみやすく、交通事
故防止を図る上で有効なものだと考えていま
す。先進性・独自性のある交通安全活動を引き
続き推進してほしい」と述べた。

報告会の後には、懇談会が開かれ、交通関係
者の交流の場となった。

神奈川県立相模田名高等学校・交通安全隊の
1 年生の皆さん

いる「二輪安全運転研修」「交通安全総合
研修」の内容を紹介した。

事例発表の後は、順天堂大学大学院医学
研究科の谷川武教授が「睡眠呼吸障害の早
期発見・早期治療による安全向上と健康増
進」というテーマで講演した。居眠り運転
の原因にもなる睡眠時無呼吸症候群（SAS）
の特徴や検査方法を解説。SAS は治療が
可能な病気であるため、職場における早期
の発見と治療が重要であると訴えた。

ジョンソン・エンド・ジョンソン（株）日
本法人グループ総務部の蒲博史氏

開会の挨拶を述べる（株）レインボーモータースクールの佐竹正規代表取締役社長

（株）本田技術研究所 二輪 R&D セン
ター管理室安全衛生・CGブロックの
吉川達也氏

順天堂大学大学院医学研究科の谷川
武教授

警察庁の井上剛志交通局長本田技研工業（株）の八郷隆弘代表取締役社長
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